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Ⅰ 提案プロジェクトの概要

全体概要全体概要
空気集熱式（ＯＭ）ソーラーシステムと太陽電池をベースとし
ＬＣＣＭに配慮した住宅を全国に建設し、省CO2住宅を普及
する基点・情報発信拠点をつくる。

ＣＯ２削減の主な取り組みＣＯ２削減の主な取り組み ＬＣＣＭの観点からＬＣＣＭの観点から

建築前建築前
主要構造部に天然乾燥または木

建築後建築後
・ＯＭソーラーシステムと太陽光発
電 パッシブデザイン等により 暖・主要構造部に天然乾燥または木

屑乾燥をもちいた国産木材の使用

電、パッシブデザイン等により、暖
房・給湯・電力負荷を削減する。

・自動収集する各種デ タから室・自動収集する各種データから室
温、性能、ユーザーの工夫などの
見える化を行うとともに、分析・評
価し、その結果の住まい手への発
信、専門家によるアドバイスなどに
よって ユ ザ の省エネ意識の
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よって、ユーザーの省エネ意識の
向上を図る。



Ⅱ 中心的な省ＣＯ２技術の概要

ＯＭソーラー（空気集熱式ソーラーシステム）と太陽光発電とのハイブリット利用ＯＭソーラー（空気集熱式ソーラーシステム）と太陽光発電とのハイブリット利用ＯＭソ ラ （空気集熱式ソ ラ システム）と太陽光発電とのハイブリット利用ＯＭソ ラ （空気集熱式ソ ラ システム）と太陽光発電とのハイブリット利用

（太陽熱×太陽光 太陽熱暖房＋太陽熱給湯＋太陽光発電＋放射冷却効果利用換気）

80

100
[℃] 外気 PVパネル出口 集熱空気

0

20

40

60

0 00 4 00 8 00 12 00 16 00 20 000:00 4:00 8:00 12:00 16:00 20:00

＜太陽熱×太陽光による性能＞

イブリ ドにより 性能が２倍にハイブリッドにより、性能が２倍に
発電量：15.3kWh/日
集熱量：188MJ/日（52.3kWhth/日）

17.4kWh/日
（COP 3による電気換算）（COP=3による電気換算）

冬の昼間冬の昼間

空気集熱式ソーラーシステムと太陽光発電とのハイブリット利用では、電気と温風を同時に作り
出します。太陽光パネルの発電時の熱も、集熱として利用でき且つ、太陽電池裏側の温度上昇
を抑えられることで発電効率が上がり 太陽エネルギー利用効率の向上に貢献します 同時に
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を抑えられることで発電効率が上がり、太陽エネルギ 利用効率の向上に貢献します。同時に、
空気集熱式ソーラーにより温水をつくります。 また、床暖房による快適性が得られます。
夏の夜間は、放射冷却効果を利用した採涼換気を行います。

Ⅲ－1 省ＣＯ２措置の概要

一

●主要構造部に天然乾燥または木屑乾燥をもちいた
国産木材の使用
●建築時のＣＯ２削減建築時のＣＯ２削減

主要構造部に天然乾燥・木屑乾燥をもちいた国産木材の使用
国産木材の乾燥は重油による乾燥が主となっており、高いＣＯ２排出量を生んでいる。
これらＣＯ２排出量を低減するため、木材の乾燥は天然乾燥または木屑（バイオマス）
による乾燥を進める必要がある 将来的にこれらの乾燥方法が使用木材の100%と

主要構造部に天然乾燥 木屑乾燥をもちいた国産木材の使用

国産木材の乾燥は重油による乾燥が主となっており、高いＣＯ２排出量を生んでいる。
これらＣＯ２排出量を低減するため、木材の乾燥は天然乾燥または木屑（バイオマス）

による乾燥を進める必要がある。将来的にこれらの乾燥方法が使用木材の100%と
する目標に向け、主要構造材の乾燥に必要なエネルギーの50％を天然乾燥・木屑乾
燥で賄う。そして天然・木屑乾燥を行っている業者をリスト化し、その普及に努める。

排 減す 、 乾燥 然乾燥
による乾燥を進める必要がある。将来的にこれらの乾燥方法が使用木材の100%と
する目標に向け、主要構造材の乾燥に必要なエネルギーの50％を天然乾燥・木屑乾
燥で賄い、天然・木屑乾燥を行っている業者をリスト化し、その普及に努めます。

●暖房負荷と電力負荷の削減
空気集熱式 ラ ＋太陽光発電の イブリ ト利用
●暖房負荷と電力負荷の削減暖房負荷と電力負荷の削減

燥で賄い、天然 木屑乾燥を行っている業者をリスト化し、その普及に努めます。

空気集熱式ソーラー＋太陽光発電のハイブリット利用
＋高断熱化＋高効率エアコン等

●暖房負荷と電力負荷の削減暖房負荷と電力負荷の削減
空気集熱式（OM）ソーラー ＋ 太陽光発電のハイブリット利用
＋ 高断熱化 ＋ 高効率エアコン等

●冷房・換気負荷の削減
●冷房冷房 換気負荷の削減換気負荷の削減
●冷房 換気負荷の削減

夜間放射冷却効果を利用した換気＋高効率エアコン
●冷房冷房・・換気負荷の削減換気負荷の削減

夜間放射冷却効果を利用した換気 ＋ 高効率エアコン
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Ⅲ－2 省ＣＯ２措置の概要

●給湯負荷の削減給湯負荷の削減 以下の２つの何れか●給湯負荷の削減給湯負荷の削減 以下の の何れか

①太陽熱利用給湯システム ＋ 潜熱回収型給湯器の利用 （ガス）
空気集熱式（OM）ソーラーシステムにて集熱された熱より、温水をつくり、
貯湯槽に貯めます さらに 潜熱回収型給湯器の利用をする事により貯湯槽に貯めます。さらに、潜熱回収型給湯器の利用をする事により
省CO2性能を向上させます。

②太陽熱利用ヒートポンプ給湯システム （電気）

太陽熱ヒートポンプ給湯機

②太陽熱利用ヒ トポンプ給湯システム （電気）
空気集熱式ソーラーシステムにて集熱された熱を利用する
太陽熱ヒートポンプ給湯機を利用します。

貯湯槽

太陽熱ヒートポンプ給湯機

潜熱回収型給湯器

① ②

●電力負荷削減電力負荷削減 低消費電力照明の導入
建物内の照明に白熱電球を使用しない。
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建物 明 熱電 使 。
（レンジフードなどの機器に組み込まれているものを除く）

Ⅲ－3 省ＣＯ２措置の概要

■CASBEECASBEE戸建評価戸建評価にて BEE☆☆☆☆ LCCO2☆☆☆☆以上

パ ブ デザ 計パ ブ デザ 計

■CASBEECASBEE戸建評価戸建評価にて、BEE☆☆☆☆ LCCO2☆☆☆☆以上

■パッシブソーラーデザイン・設計パッシブソーラーデザイン・設計
アメダス気象データの活用と全棟・動的熱負荷熱性能シミュレーションの実施

パ シブソ ラ デザインを行うツ ルとして シミ レ シ ンソフトを開発してパッシブソーラーデザインを行うツールとして、シミュレーションソフトを開発して
います。解析した日本全国842地点アメダスデータを利用し、地域の風、日射を
生かしたデザインを行い、且つ、全棟、年間暖冷房負荷と空気集熱ソーラーの

性能 確シミュレーションを行うことにより、熱性能を確認します。

基準風向 = 100 回

基準風速 =  5.0 m/s

観測高さ =  6.5 m

 1月  2月  3月  4月  5月  6月

 7月  8月  9月 10月 11月 12月

■ユ ザ への暮らし方提案ユ ザ への暮らし方提案の 環として緑のカ テンの実施を促す

■長期優良住宅と同等の性能長期優良住宅と同等の性能とする。
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■ユーザーへの暮らし方提案ユーザーへの暮らし方提案の一環として緑のカーテンの実施を促す。



Ⅳ－1 省CO2推進 ＥＣＯ－ＵＰ体制 ＯＭ ＳＭＡＲＴ ＮＥＴ

ネットワークによる、計測データ自動回収と計測データ分析、省ＣＯネットワークによる、計測データ自動回収と計測データ分析、省ＣＯ22の推進の推進 EcoEco--UpUp
ネットを経由してデータを収集し、専用WEBサイトにて公開し、ユーザーへの省エネルギー対策の意
識づけを行います。また、東京大学 前研究室による解析を行うことで、客観的な指標での省エネ性
能を確認し、ユーザーへのフィードバックを行います。

計測項目
省CO2性能、省エネ性能、快適性、
最適な住まい方の把握と評価計測項目

日付、時刻、室温、集熱温度、外気温、湯温、集熱
量、発電量、自己消費量、不具合情報、主エアコン
消費電力など

最適な住まい方の把握と評価

住まい手の意識改善
緑のカーテン等々省ＣＯ2行動の実践へ
効果的なパッシブ設計の確認・追求
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効果的なパッシブ設計の確認 追求
WEBを通しての情報発信
（住宅性能×意識×ライフスタイル×行動）

Ⅳ－2 省CO2推進 ＥＣＯ－ＵＰ体制 ＯＭ ＳＭＡＲＴ ＮＥＴ

削減量

クラウド型
サービス 住まいの

太陽熱

CO2削減量
見える化

サ ビス 住
温熱環境
を記録

太陽熱
利用量
見える化 みんなの

環境家計簿

サポート
＆

グリ ン電力

国内クレジット

環境家計簿

＆
メンテナンス

グリーン電力
証書発行

サービス概要サ ビス概要

WEBのイメージ

77制御ユニットとその画面例



Ⅴ 省CO2推進 ＥＣＯ－ＵＰ体制 その他

●住まい手を講師とした住まい教室の開催住まい手を講師とした住まい教室の開催

住まい手を講師とし、住まい教室を行う。
教室では 「家庭のエネルギーの見え

住まい教室 イメージ
●住まい手を講師とした住まい教室の開催住まい手を講師とした住まい教室の開催

教室では、「家庭のエネルギーの見え
る化」、「家庭での創エネの見える化」、
「快適性の見える化」、「Eco-Up結果」、
「評価」などのデータも利用し エビデン「評価」などのデ タも利用し、エビデン
スを示しつつ行います。

●入居後１年時に、「施主へ暮らしのアドバイス」を実施する。入居後１年時に、「施主へ暮らしのアドバイス」を実施する。
維持管理のアドバイス行い、細やかな個別対応を行います。

NPO法人
緑のカ緑のカー
テン応援
団 の会員
として緑の
カーテン

うちエコ診断事業を実施し
ている静岡県地球温暖化
活動推進センターとの協力
体制の構築をします。

カーテン
の普及に
努めてい
る。
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Ⅵ ＯＭ－ＬＣＣＭコンセプト
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Ⅶ 省ＣＯ２措置の全体概要

提案する性能

削減対象エネルギー 提案設備 断熱程度 ＣＡＳＢＥＥ戸建 提案住宅の省CO2性能

次世代省エネルギー基準
に比して

評価

空気集熱式（OM）ソーラー

暖房エネルギー

空気集熱式（ ）ソ ラ

年間冷暖房負荷
BEE

☆☆☆☆

太陽光発電裏面よりの熱回収

高効率エアコン等

OMソーラー給湯システム

ＯＭ－ＬＣＣＭコンセプト
ＥＣＯ－ＵＰプロジェクト

年間冷暖房負荷
または、

熱損失係数

２０％削減

☆☆☆☆、

LCCO2
☆☆☆☆

以上

概ね６０～８０％の
CO2削減を目指す。給湯エネルギー

太陽熱ヒートポンプ給湯機利用

または

OMソーラー給湯システム

ＰＶ駆動貯湯槽利用 以上ＰＶ駆動貯湯槽利用

潜熱回収型給湯器

照明エネルギー 低消費電力照明

その他（電気）エネルギー 太陽光発電

長期優良住宅と同等の基準を達成することによる建物の長寿命化による負荷低減

CO2削減計算（概ね６０～８０％）に含まれていない提案として、
以下がある。

長期優良住宅と同等の基準を達成する とによる建物の長寿命化による負荷低減
天然乾燥木材の導入による、木材乾燥時のエネルギー消費の低減

緑のカーテン、エネルギーの見える化による居住者努力によるエネルギー削減
高効率設備機器の積極利用

省ＣＯ２推進委員会による省ＣＯ２技術のアドバイス等を受け、さらなる省ＣＯ２削減に努める。
全棟動的熱負荷シミュレーションを行い、その結果などを検討の上、地域の気候特性などを十分に生したパッシブソーラー設計を行う。

1010ECO-UP

Ⅷ 実施体制

省CO2住宅を推進する専門技術を有した
工務店 (159社)

●省CO2住宅モデル講習会の受講
●省CO2住宅モデルの計画

アメダス気象データを参照した、環境・エネ
ギ 慮デザイルギー配慮デザイン

シミュレーション・期間暖冷房負荷、熱損
失係数、ＣＡＳＢＥＥの計算実施

●地域性に配慮したきめ細かな計画実施域性 慮 細 な計画実施
●省CO2住宅の建設・メンテナンス、ユー

ザーへの暮らしのアドバイス
●省CO2住宅建築主対応・データ回収シス

テム運用フォロー 情報発信フォロー等テム運用フォロ 、情報発信フォロ 等

省CO2住宅アドバイザー省CO2住宅アドバイザ

●構成員 野沢正光、南雄三
●ＯＭソーラー技術部
●CO２住宅構成機器メ カ

東京大学大学院工学系研究科建築学専攻：前真之研究室
●省CO2住宅の技術の検証

●CO２住宅構成機器メーカー
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2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成23年度第1回国土交通省 平成23年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

かごしまの地域型かごしまの地域型域域
省省CO2CO2エコハウスエコハウス省省CO2CO2 ウスウス

山佐産業株式会社山佐産業株式会社

11

会社概要
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

【鹿児島のシンボル:桜島山】

山佐産業株式会社は山佐産業株式会社は山佐産業株式会社は山佐産業株式会社は
創業６４年目を迎えました。創業６４年目を迎えました。

【先導事業・省エネ住宅推進への取組み】

平成20年度 超長期住宅先導的モデル事業 29棟

平成21年度 長期優良住宅先導的モデル事業 23棟

平成22年度 長期優良住宅先導事業 29棟

ﾊｳｽ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｲﾔｰ･ｲﾝ･ｴﾚｸﾄﾘｯｸ2009 優秀賞･地域賞

ﾊｳｽ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｲﾔｰ･ｲﾝ･ｴﾚｸﾄﾘｯｸ2010 優秀賞･地域賞

平成20年度 鹿児島県地域住宅モデル普及推進事業

2

ﾊｳｽ･ｵﾌ ･ｻ ･ｲﾔ ･ｲﾝ･ｴﾚｸﾄﾘｯｸ2010 優秀賞･地域賞

【かごしまの地域型省CO2エコハウスイメージ(KTS展示場)】



かごしまの気候特性
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

（蒸暑地）かごしまとは･･･

年間通じて高温多湿で多雨な地域。
台風・豪雨・シロアリ・桜島の降灰。台風 豪雨 シロアリ 桜島の降灰。
日照時間が長い。全天日射量も多い。

霧島連峰

薩摩
半島 桜島

大隅
半島

錦江湾

半島

蒸暑地(Ⅴ地域)は

3

( )
南九州や四国南部など

省エネ措置の内容等の特徴
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

かごしまの地域型省CO2エコハウスとは･･･

居住時のカーボンマイナス(ゼロエミッション)を基準化
＋

蒸暑地 ある鹿児島なら 地域特性を考 た 夫蒸暑地である鹿児島ならではの地域特性を考えた工夫

＋
さらに建設時にかかるCO2排出量を少なくする努力

① 自然エネルギーを導入する空間計画 と 高性能化の調和でCO2削減

さらに建設時にかかるCO2排出量を少なくする努力

蒸暑地版自立循環型住宅

住宅事業建築主基準の
一次エネルギー消費量算定

140％以上(太陽光発電含まない)

4



省エネ措置の内容等の特徴 かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

かごしまの地域型省CO2エコハウスとは･･･

② 生活者の省エネ意識の向上 と 使いこなす省エネ型生活行動 でCO2削減
□ エネルギー使用量の｢見える化｣と｢見せる化｣

｢見せる化｣｢見える化｣ システム概要 ｢見せる化｣見える化｣ システム概要

省エネアドバイス報知機能
お知らせ機能でサポート

｢今月の｣｢昨日の｣｢今日の｣
近況表示も見ながら確認

③ 地域性を取り入れた
建築材料で省資源化

④ 住み継ぐ愛着を高め
住まい方における維持管理建築材料 省資源 管

①+②+③+④ ＝ ｢地域密着型｣の｢誇りと愛着｣を持てる蒸暑地版自立循環型住宅

□ 定期訪問やメンテナンスセミナー開催で
住みながらできる省エネ・省CO2を推進

□ ｢地材地建｣地場産材の利用と｢排熱」を
利用した乾燥、｢資材配送｣の集約化の家づくり

ライフサイクル全般で地域型LCCM住宅の実現も積極的に考慮

①+②+③+④ ＝ ｢地域密着型｣の｢誇りと愛着｣を持てる蒸暑地版自立循環型住宅

5

ライフサイクル全般で地域型LCCM住宅の実現も積極的に考慮

省CO2の効果
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

ライフサイクルCO2(LCCO2)の計算

イニシャルCO2削減 ＆ ランニングCO2削減イニシャルCO2削減 ＆ ランニングCO2削減
＋

地域性を考えた（製造時･輸送時･気象変化時）CO2削減
6

地域性を考えた（製造時 輸送時 気象変化時）CO2削減



地域性を考えたCO2削減
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

生涯CO2をゼロないしマイナスにするLCCM観点からの取組み
①木屑乾燥ボイラ による①木屑乾燥ボイラーによる

サーマルリサイクルでCO2削減

国産材(地場産材)木屑利用100％(24時間)

発生した熱で構造材
を乾燥しています

山佐木材
「木質バイオマス」

＝切れ端や廃材
きもつき木材

高次加工センター

7

高次加工センタ

地域性を考えたCO2削減
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

生涯CO2をゼロないしマイナスにするLCCM観点からの取組み

② CO2固定量 認証 ｢地材地建② CO2固定量の認証と｢地材地建｣
地場産材の家づくりでCO2削減

□ CO2固定量を｢鹿児島県｣が行う□ CO2固定量を｢鹿児島県｣が行う
認証制度に基づいて数値化。
環境貢献度を見える化して
取組みを促進する。

□ 県内の森林から切り出した素材
を県内の製材工場で加工し、積
極的に利用。ウッドマイルズ評価にも取り組む。

③｢資材物流センター｣にて
資材配送の集約化でCO2削減

配送回数を約2/5削減 【製造から輸送ま 流れ】

8
配送回数を約2/5削減 【製造から輸送までの流れ】



地域性を考えたCO2削減
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

地域の気象・風土などを活用したパッシブデザイン

①蒸暑地版自立循環型住宅設計
による自然風の取込みでCO2削減

建築的手法と設備的手法による建築的手法と設備的手法による
温熱環境の快適化

冷房エネルギーが大きい鹿児島は、
エネルギ の削減と快適性の向上が求められる

換気回数10回/hの
空気の入れ替えをめやす

春秋は 通風と うカタ

□ 普段は穏やかな
かごしまの風

エネルギーの削減と快適性の向上が求められる。

各市町村の気象データ

春秋は、通風というカタ
チで｢自然風｣を積極的に
取り込む計画。

【鹿児島の最多風向】 各市町村の気象デ タ

夏は日射をさえぎり、
強い日差しを和らげる

□ 季節で変わる日射し

【鹿児島の最多風向】

強い日差しを和らげる。
冬は日射を取り入れて、
太陽エネルギーを利用。

【日照時間と温度変化】

9

【日照時間と温度変化】

地域性を考えたCO2削減
かごしまの地域型
省CO2エコハウス

②蒸暑地対応の 断熱 ＋ 透湿 遮熱システム でCO2削減

省 ウ

地域の気象・風土などを活用したパッシブデザイン
②蒸暑地対応の 断熱 ＋ 透湿･遮熱システム でCO2削減

□ 屋根や壁

熱線を反射し外
壁からの輻射熱

冷たい外気を反
射し暖房の輻射

夏 冬

壁からの輻射熱
を遮断。躯体温
度を低く抑え体
感温度を低下。

射し暖房の輻射
熱を室内に戻す
ことで体感温度
を上昇させる。度

□ 窓やドア

10



地域性を考えたCO2削減
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

③再生可能エネルギー利用における省CO2効果の維持と向上
地域の気象・風土などを活用したパッシブデザイン

③再生可能エネルギー利用における省CO2効果の維持と向上
｢桜島の降灰｣は不定期で風向きに左右されやすく、
多い時は｢火山灰｣が数cm積もることもある。降灰
により発電効率が下がる傾向もあり 想定してい

□ 高所点検記録装置でパネルを確認・点検

により発電効率が下がる傾向もあり、想定してい
た創エネルギー活用が行われないこともあり得る。

□ 清掃やメンテナンスに応えるデザイン提案□ 清掃やメンテナンスに応えるデザイン提案

□ 省CO2と耐久性のバランスを意識した
太陽光発電オリジナル取付工法

カーボンマイナスに貢献する太陽光発電の取付
けには、鹿児島の気候条件である｢台風｣や｢豪雨｣
に注意すべきと考える (メーカー共同開発)

11

に注意すべきと考える。(メーカー共同開発)

普及･波及に向けた取組体制
かごしまの地域型
省CO2エコハウス省 ウ

①総合展示場やモデルハウス
による普及活動による普及活動

②省CO2ライフスタイル

構造見学会や完成見学会を実施し、地域型省CO2
エコハウスとはどういうものなのかを具体的な姿
で示し、実物にて違いを体で感じてもらう。

②省CO2ライフスタイル
に向けた情報発信
省エネ住宅の住まいの効果やメリット等を自社TV
番組や社内報 チラシ HP等により情報を発信し 30～40組/月×5拠点 ≒ 200組/月

③ユーザーセミナーによる
住まい方の波及活動

④省エネライフを確実なものと
するベストエコライフ制度を計画

番組や社内報、チラシ、HP等により情報を発信し
て省エネを啓発。

30 40組/月×5拠点 ≒ 200組/月

住まい方の波及活動 するベストエコライフ制度を計画
エネルギーの使用量
と省CO2技術導入の
成果について、お互

情報交換 場をいの情報交換の場を
提供すると共に、成
果が優れる方を表彰
するベストエコライ
フ制度の実施を計画フ制度の実施を計画
する。

省エネのコツや喜び、
素晴らしさに気付いてもらう。

12

素晴らしさに気付いてもらう。



2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成23年度第1回

低炭素社会 実 向 た低炭素社会 実 向 た

国土交通省 平成23年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

低炭素社会の実現に向けた低炭素社会の実現に向けた
北方型省ＣＯ北方型省ＣＯ マネジメントシステムマネジメントシステム北方型省ＣＯ北方型省ＣＯ22マネジメントシステムマネジメントシステム

構築プロジェクト構築プロジェクト
（（PPPPPPによる省ＣＯによる省ＣＯ22型住宅の全道展開に向けた取組み）型住宅の全道展開に向けた取組み）

提案者名提案者名 北方型住宅ＥＣＯ推進協議会北方型住宅ＥＣＯ推進協議会

北海道北海道

北方建築総合研究所北方建築総合研究所

低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

提案趣旨事業期間

平成23年 平成25年(3年間) 全道各地における省CO 型住宅の建設や低炭素社会の平成23年～平成25年(3年間)

提案概要

全道各地における省CO2型住宅の建設や低炭素社会の
実現に向けた「住まいづくり」「住まい方」への関わ
りや意識向上を図る仕組みの構築を通じ、CO2排出量
を大幅に削減した住宅の建設を促進する。

①北方型省CO2ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
の構築

②省CO2型住宅の建設

実施体制

を大幅 削減した住宅の建設を促進する。

＜事業実施者＞

【構成員】 【協力機関】

②省CO2型住宅の建設

北海道［官］
＊行政施策として住宅の

省CO2化の普及推進

北方型住宅ECO推進協議会［産］
＊省CO2住宅の建築、データ取得
＊(仮称)住まいの省CO2アドバイザー 等

＜共同提案応募者＞

連携

宗谷

●北方型住宅ECO推進協議会
（住宅供給事業者173社）
（設計事業者 19社）

●北海道
●北方建築総合研究所
●建築主(道内全域)

■(財)北海道建築指導センター
■(社)北海道建築技術協会
【協力事業者】
■住宅関連事業者 （15社）
■木材製材関連事業者（45社）

省CO2化の普及推進

北方建築総合研究所［学］
＊データ解析・検証
＊北方型省CO ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発等

住宅設計事業者

○○事務所○○工務店

住宅供給事業者連携

連携

北方建築総合研究所
留萌

オホーツク

●建築主(道内全域) ＊北方型省CO2ﾏﾈｼ ﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発等
○○事務所

○○事務所 ［幹事］

○○会社

○○会社 ［幹事］

幹事会

建築主［道民］
＊省CO 住宅の建築

後志

根室

釧路

空知
北海道

石狩 十勝

上川

＜協力機関＞＜協力事業者＞

幹事会＊省CO2住宅の建築
＊データ収集への協力等

協力 協力

協働事業

日高

胆振

渡島

(社)北海道建築技術協会
＊BIS認定制度実施機関

(財)北海道建築指導センター
＊北方型住宅登録・保管機関

住宅資材等関連事業者
＊地域材の供給

木材・製材関連事業者
＊地域木材の供給



低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

提案内容 １)北方型省CO2マネジメントシステムの構築

北方型省CO2マネジメントシステムの構築

これまでの取組み 今回の提案

意識啓発の取組み

提案の成果 提案の効果

省CO2に向けた

意識改革

意識啓発の取組み

設計支援
ﾂｰﾙ開発

効果検証
ﾂｰﾙ開発

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ
支援ﾂｰﾙ開発

汎用版支援ﾂｰﾙ
の一般への公開

検証 検証

意識改革
低
炭
素
社
会

省エネ住宅の建設

(仮称)住まいの
省CO2ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ育成

般 公開

建築主へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

省CO 型住宅の建設 建設した省CO 型住宅の各種ﾃﾞｰﾀをﾂｰﾙ開発に活用

ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ住宅要
素技術確立

北方型住宅
北方型住宅ECO

の
実
現

省エネ住宅の建設

省CO2型住宅の
全道展開

国内外への
展開

CO2排出量60%超
削減住宅の建設

協議会 更なる省CO2化協議会

ﾃﾞｰﾀ測定

省CO2型住宅の建設 建設した省CO2型住宅の各種ﾃ ｰﾀをﾂｰﾙ開発に活用

1年目 2年目以降
展開

・北方型住宅基準への反映
・道内外への普及啓発

北海道

・ﾂｰﾙ開発･改良
・技術検証
・技術開発

北総研

・道内新築着工戸数：12,000戸
・戸当たりCO2排出量Ave.80%削減

：1.9 t･CO2/戸･年
CO 排出量 22 800 CO /年

将来

・道内新築着工戸数：12,000戸
・戸当たりCO2排出量

：9.7 t･CO2/戸･年
CO 排出量：116 400 t CO /年

現状

93,600 t･CO2 /年
削減！

・CO2排出量：22,800 t･CO2/年・CO2排出量：116,400 t･CO2/年

低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

提案内容 １)北方型省CO2マネジメントシステムの構築

住宅の設計Ⅰ 設計支援ツール

プロジェクトによる展開

設計者
向け

実施設計・目標値(一次エネルギー・CO2排出量)との照合

基本設計・住宅の断熱性能や導入する機器の仮決定 目標CO2排出量の入力

外皮性能､設備機器の入力

向け

実施設計目標値( 次 ネ ギ 2排出量) 照合
・住宅の壁体仕様や導入する機器の検討・決定

Ⅱ 効果検証ツール

設計に反映

施工

検証･反映

事業者 Ⅱ 効果検証ツ ル

・予測値と実測値の照合による性能設計
の検証

消費ｴﾈﾙｷﾞｰ予測値
施工

住宅の完成

向け

Ⅲ タ 支援

・消費者への省CO2性能の見える化
・消費者へ省CO2生活に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量等測定

(温湿度・灯油・電気・ガス)

消費ｴﾈﾙｷﾞｰ計測値

検証･反映 引渡・入居

消費者

・従前(標準)の住宅からの省CO2効果の見える化

Ⅲ ライフスタイル支援ツール

・エネルギー年間消費量(CO2排出量)のチェック
灯油

電気 機

温湿度

消費者
向け (仮称)住まいの

省CO2アドバイザー

従前(標準) 住宅 省 2効果 見 化
・省CO2生活の見える化・自己チェック

電気

ガス

機
器

設計～住まい方の
相談アドバイス



低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

提案内容 １)北方型省CO2マネジメントシステムの構築

住宅の設計Ⅰ 設計支援ツールⅤ 汎用版設計支援ﾂｰﾙ設計者
向け

プロジェクト後の展開

実施設計・目標値(一次エネルギー・CO2発生量)との照合

基本設計・住宅の断熱性能や導入する機器の仮決定

用版設計支援

・目標値(一次エネルギー・CO2排出量)
の設定

・断熱 機器等の入力 目標値と照合

向け
目標CO2排出量の入力

外皮性能､設備機器の入力
実施設計目標値( 次 ネ ギ 2発生量) 照合

・住宅の壁体仕様や導入する機器の検討・決定

施工

断熱,機器等の入力、目標値と照合
・断熱・機器決定、設計への反映 設計に反映

施工

住宅の完成

消費ｴﾈﾙｷﾞｰ予測値(仮称)住まいの
省CO2アドバイザー

Ⅲ タ 支援

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量等測定
(温湿度・灯油・電気・ガス)

消費ｴﾈﾙｷﾞｰ計測値

引渡・入居

Ⅳ 汎用版ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ支援ﾂ ﾙ消費者

設計～住まい方の相談アドバイス

・従前(標準)の住宅からの省CO2効果の見える化

Ⅲ ライフスタイル支援ツール

・エネルギー年間消費量(CO2発生量)のチェック

Ⅳ 汎用版ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ支援ﾂｰﾙ

・灯油・電力・ガス使用量の入力によりエネル
ギー年間消費量(CO2排出量)確認

消費者
向け

灯油

電気 機

温湿度

従前(標準) 住宅 省 2効果 見 化
・省CO2生活の見える化・自己チェック・省CO2生活の見える化・自己チェック

電気

ガス

機
器

低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

提案内容 ２)省CO2型住宅の建設を通じた全道全域での省CO2化を意識
した住宅づくりの普及

現状の北方型住宅レベルの

●CO2排出量

①省CO2型住宅の建設

高効率照明（LED）

積雪寒冷地対応型
・太陽光発電装置

or 太陽熱利用装置

現状の北方型住宅レベルの
60%超削減

●1次エネルギー消費量

高効率照明（LED）

熱交換換気設備

現状の北方型住宅レベルの概ね
60～70%超削減(熱源による)

高断熱窓

・北海道に建つ住宅として、
必要な外皮性能の確保

空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式給湯器＋ﾊﾟｯｼﾌﾞｿｰﾗｰ

・高効率な設備の使用

・再生可能エネルギーの利用

空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
暖房設備

構造材、内装材等
への地域材活用

高断熱外皮

②地域材の活用促進
地域材 使 関す 定 基準 義務付け

・再生可能エネルギーの利用への地域材活用

高断熱基礎 ・地域材の使用に関する一定の基準の義務付け
・産地証明等の提出の義務付け
・地域材の市場流通支援 など地盤＋躯体熱容量活用ｼｽﾃﾑ

高断熱基礎



低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

×100kgCO2 熱源別 住宅熱損失係数とCO2排出量

本申請住宅の最低性能水準

120
電気熱源

*現況設備

現況の北方型住宅

熱源別 住宅熱損失係数とCO2排出量

80

100
現況の北方型住宅

のCO2排出量

60%超削減

60

80

排
出

量

住宅事業主基準
相当のCO2排出量上限 灯油熱源

*現況設備

40

C
O

2排

ガス熱源

ガス熱源

灯油熱源

電気熱源

＊高効率設備、
パッシブソーラ設計
導入による場合

*現況設備

今回提案のCO2排出量

20

ガス熱源 導入による場合今回提案のCO2排出量
(ZEHに向けた下地づくり)

創エネによる

0

0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6

創エネによる
ゼロエミッション化

住宅熱損失係数 Q値(W/㎡K)

[計算条件] 建設場所 ：北海道札幌市 （住宅事業主基準Ⅰb地域）
住宅モデル：住宅事業主基準モデル

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
7

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました



2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成23年度第1回国土交通省 平成23年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

クラウド型クラウド型HEMSHEMSを活用したを活用したクラウド型クラウド型HEMSHEMSを活用したを活用した
LCCOLCCO22 6060％マイナス住宅％マイナス住宅LCCOLCCO22 6060％マイナス住宅％マイナス住宅

積水化学工業株式会社積水化学工業株式会社 住宅カンパニー住宅カンパニー積水化学工業株式会社積水化学工業株式会社 住宅カンパニ住宅カンパニ

提案プロジェクトの全体概要

社会 住まい手

２

太陽光発電採用客が欲しいサービス 弊社 住環境研究所調査
（2009.2.～2009.3 N=646）

発電管理診断（設備見守り）位

（％）

社会 住まい手

：発電管理診断（設備見守り）

：省エネ工夫紹介（光熱費コンサ
ル）
自動家電制御83

83

91

2位

2位

１位

地球環境問題

エネルギー問題

：光熱費自動ＰＣ管理

：自動家電制御

：主要家電毎消費量（内訳見える
化）

74

76

83

5位

4位

2位エネルギ 問題

HEMSの課題

：光熱費自動ＰＣ管理745位

「見える化」だけでは継続的に省エネ効果を発揮しにくいので導入を迷ってしまう

１．戸建て住宅における省エネ工夫による実態「効果」の把握

技術の検証

２．戸建て住宅における省エネ工夫実施に伴う「意識」の把握

３．「「HEMSHEMSを使ったを使った住宅の省エネ促進方法、及びその効果や問題」住宅の省エネ促進方法、及びその効果や問題」を使 たを使 た住宅の省 ネ促進方法、及びその効果や問題」住宅の省 ネ促進方法、及びその効果や問題」

の把握と発信発信



建築的工夫や設備の効果で60％以上を確実に削減

提案プロジェクトの全体概要 ３

建築的工夫や設備の効果で60％以上を確実に削減
＋ 生活工夫によるさらなる削減＝ＨＥＭＳ生活工夫によるさらなる削減＝ＨＥＭＳ

熱強 冷 負荷軽減断熱強化による暖冷房負荷軽減

＋（空調・給湯）高効率設備 等々省エネ省エネ
60％以上

削減建築・設備

大容量の太陽光発電
再生可能再生可能

エネルギーエネルギー

利用利用

削減建築 設備
の工夫

利用利用

化石燃料化石燃料

起源起源ＨＥＭＳを活用した省エネ行動ＨＥＭＳを活用した省エネ行動

生活工夫

基準値 本提案

起源起源

エネルギーエネルギー

ＨＥＭＳを活用した省エネ行動ＨＥＭＳを活用した省エネ行動

基準値 本提案

オフサイトエネルギー消費量

建物概要 ４

①①建築的工夫：断熱性向上建築的工夫：断熱性向上（木質系）（木質系）や排熱への配慮や排熱への配慮

②②高効率設備：給湯や空調、照明高効率設備：給湯や空調、照明

③③再生可能エネルギーの活用：太陽光発電システム再生可能エネルギーの活用：太陽光発電システム

④④省エネ生活への誘導：クラウド型省エネ生活への誘導：クラウド型HEMSHEMSによる見える化、コンサルティングによる見える化、コンサルティング

建築的工夫建築的工夫 再生可能エネルギー再生可能エネルギー

高効率設備高効率設備

省エネ生活への誘導省エネ生活への誘導



技術の検証の概要 ５

住宅検討者や一般社会に公開

省エネ技術・意識改善などに関する研究成果

省エネ工夫のメニュー検討

Plan

D

省エネ工夫実施
クラウド型HEMS

省 ネ効果の分析

Do

Action

Ｖ

消費電力の把握

にて自動収集 省エネ効果の分析

ＨＥＭＳを使った住宅の
省エネ促進方法および、Check-1

実施行動の難易度や意識

省 ネ促進方法および、
その効果・問題点など

Check-2 実施行動の難易度や意識Check 2
首都大学東京と協働首都大学東京と協働

クラウド型ＨＥＭＳの仕組み ６

データ
センターセンタ

省エネ省エネ省エネ省エネ
アドバイスアドバイス

首都大学東京 との協働首都大学東京 との協働



導入する省エネ措置等の概要 ７

本提案 従来の太陽光発電モニター
＋コンサルティングサイト

・分岐も表示＝主要用途が分かる ・総量（売電 買電 消費量 発電量）

見える化

表示
分岐も表示 主要用途が分かる 総量（売電、買電、消費量、発電量）

お知ら ・メール送信：ご家族3名（まで）

無駄の具体的「犯人探し」が可能

お知ら
せ

ル送信 家族 名（ま ）

入会
・様々な意識のレベル ・意識の高い人

ご家族で共有化

入会

デ タ
・データ自動転送 ・自分でwebに入力（転記）

意識が高い人＞＞＞普通の人「普通の人」参加

コンサル

データ

・時間､日､月､年単位「用途別」比較 ・月、年の単位で「総量」比較

手間がかかる手間いらず

コンサル

ティング

比較

・同性能住宅（設備等）との比較 ・同性能住宅（設備等）との比較

頑張りの「具体的」成果がわかる

「競争」で頑張り促進

頑張りの「概要」成果はわかる

「競争」で頑張り促進比較 「競争」で頑張り促進 「競争」で頑張り促進

似た家族条件＝身近感・共感

導入する省エネ措置等の概要 ８

無駄の具体的
「犯人探し」が可能

頑張りの「具体的」
成果がわかる成果がわかる

効果のイメージ

Before After
朝、炊飯して夜まで保温

食洗機は朝夕２回運転

朝、夕２回炊飯（保温なし）

食洗機は深夜にまとめて１回

効果のイメ ジ



導入する省エネ措置等の概要 ９

「競争」で頑張り促進

同じ設備・似た家族条件の

似た家族条件＝身近感・共感

同じ設備 似た家族条件の

入居者の平均から割り出した

目標基準ラインと、

自宅の消費電力数値が比較自宅の消費電力数値が比較

ご家族で共有化

目標基準ラインと比較し
その結果を、毎月メールで
分析＆省エネアドバイス付きで報告。
ご家族３名（まで）にも送付し、ご家族３名（まで）にも送付し、
ご家族の意識の共有化を狙う。

注記：本資料に記載の部材・数値は、仕様・プラン等により、異なる場合があります。


